
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 
特定非営利活動法人 

楽 
代表者 柴田 範子 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

ひつじ雲は「人格の尊重」「生活の継続性」「社会参加」「自主性の向上」を理念として

います。利用者一人一人が、その方の持っている力を発揮しながら在宅生活を続けられ

るように支援しています。 

また、法人設立以来地域と繋がる活動をしてきました。現在は生活支援コーディネータ

ーによる福祉活動を通して、地域の方の集える居場所づくりをしながら、困ったことが

あれば気軽に相談できるような事業所を目指しています。 

事業所名 ひつじ雲 管理者 栗原 祐太 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

１人 ０人 ３人 ０人 １人 １人 ０人 ２人 ０人 ８人 

 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・結

果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 

確認 

業務上の情報共有は最も重要視

する点である。データ上の共有は

当然であるが、やはり職員間の口

頭での確認はコミュニケーショ

ンという意味合いでも継続して

いく必要がある。意見の確認もで

きる。ひつじ雲の職員は、しっか

り意見交換ができるという体制

にしていく。 

各利用者の担当職員を再度明確

にすることで情報の集約先を意

識できるようにしている。また、

「訪問内容等一覧」を随時更新・

確認する習慣をつけることで、支

援内容の変化にすべての職員が

対応できるように努めている。 

地域住民「なかのことは正直よく

わらない。知る機会がないもの。」 

家族「ひつじさんの職員がよくや

ってくれていることはわかって

いる。お泊りの時もケアエールで

様子を知れている。」 

各利用者の担当職員を中心とし

た職員間のコミュニケーション

を活発にしていく。 

利用者の日々の変化を確実に支

援に反映していくことができる

ように、決定事項は「訪問内容等

一覧」を更新することで全体での

共有を図っていく。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

ひつじ雲の活動広報の手段を工

夫する。 

掲示板にイベントの案内、事業所

の役割など目立つように掲示。期

限管理きちんと行う。地域の情報

も掲載させてもらう。掲示板自体

に「掲示板」と表記する。 

ひつじ雲の看板をリニューアル

検討。わかりやすい物にする。 

敷地内に「よろず相談所」と書い

た立て札を設置する。 

環境整備は継続する。 

掲示板を継続して活用している。

随時、掲示物を変えるなど意識し

始めている。 

また、自事業所の情報だけでな

く、地域住民に有益だと思うこと

は掲示するようにしている。 

民生委員「相談しにいきたいと思

っても、いま行ってもいいのか躊

躇してしまう。相談を受け付けら

れる時間が立て看板などで分か

りやすくなっていれば、相談しや

すくなるのでは？」 

玄関先に、「よろず相談」の立て

看板を相談受付できる時間帯に

設置することにする。 

また、イベント等の活動チラシを

新しくしてより外部に知ってい

ただけるように努める。 

掲示板については、常に情報を更

新して多くの方に見て頂けるよ

うに活用していく。 



Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

ライフサポートワーカーの活動

をしっかり行うために、職員でま

ず話し合いを行う。業務上の役割

から、ライフサポートワーカー活

動量が均等でない。それゆえ活動

内容の理解にばらつきがある。今

年度はそれを改善していきたい。 

地域の方々が気軽に相談できる

ような関係性作りをするために、

どのような企画が良いのか、まず

は職員で定期的に話し合いの時

間をつくる。また、地域包括と共

有しイベントの企画をしたり、民

生委員や町内にイベントの企画

を案内したり、地域の力をお借り

して活動を継続的に行っていく。 

生活支援コーディネーターを 

ほぼすべての常勤職員が担うこ

とで、いままで参加が限定的だっ

たカフェをはじめとする地域イ

ベントに万遍なく多くの職員が

かかわれるようになってきた。 

そのなかで、地域住民と新しい関

係性を築きながらそれぞれがど

のように地域とつながっていけ

るのか考え始めている。 

 

利用者家族「食事イベントの手伝

いをさせてもらっているが、私た

ちも楽しんでやっている。母もす

ごくよく見て頂いたので、お手伝

いできるときはしたい。」 

→町内会長「そういう家族の気持

ちをインタビュー形式でパンフ

にすれば？そうすると広報にも

いかせるかも？」 

いま取り組んでいるイベントを

継続していく。その上で、より多

くの方が参加したくなるように、

広報の仕方を工夫していく。まず

はチラシのリニューアルに取り

組む。 

また、職員間での意見交換は継続

して行っていきたい。介護を必要

とされる方だけではなく、様々な

地域の方の拠り所となるために

はどうすればいいのか、事業所全

体で話し合う機会を持って行く。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

ライフサポートワーク活動のイ

ベントは地域の方だけの参加で

なく、ひつじ雲の利用者も参加す

る。地域の方と知り合うきっかけ

にもなる。 

また利用者の方が、元々参加して

いた催しに継続して参加できる

ように支援を続ける。 

今年度行った「カレーの会」の調

理の機会など、ご本人の役割を発

揮して貰う機会も作っていく。 

ひつじカフェやひまわりカフェ

など、参加したい利用者に関して

は継続して集まりに参加できる

ように支援している。 

また、月 1 回の食事イベントにも

利用者に主体的にかかわっても

らえるように工夫をしながら、毎

回 2 名の利用者に継続して参加

していただいている。 

 

包括職員「うちでもイベント情報

を持っているので、そういったも

のを共有できるようにしたい。そ

こでお互いに利用者も含めて参

加できればより活発な地域にな

るのではないか？」 

コミュニティカフェへの参加は

継続していく。 

また利用者が、元々参加していた

催しに継続して参加できるよう

に支援していく。それ以外にも、

包括や社協などから情報収集を

行い、地域と利用者のつながりが

途切れてしまわないように積極

的に他の社会資源も活用してい

く。 

 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

推進会議は、事業所の取り組みを

伝えられる貴重な機会である。よ

り多くの方々に伝えることがき

るように、集いやすい会にしてい

く。今回はバザーを開催してはと

ご意見あったので、地域の方の協

力を得て開催を予定する。開催場

所、時期など皆で検討する。 

ライフサポートワーク活動など

の理解をさらに深めて頂くよう、

今後も活動内容の報告・相談をし

毎回、推進会議ではひつじ雲の現

状や将来について出席者と意見

交換ができている。実際、無事バ

ザーの開催もすることができた。 

取組んでいることについても、よ

く知っていただいているように

思う。今後は、より広く現参加者

以外にもどのように広報してい

くのかを考えていく必要がある。 

町内会長「町内会や老人クラブで

も、閉じこもり予防が課題。特に

男性。ひつじ雲のような地域の集

まりに参加してくれるといいな

とは思う。今度 3 月に南河原公園

で桜を見る会をやるのでそこで

パンフを配ったらどう？」 

推進会議でいただいた意見を確

実に運営に反映できるように行

動していく。 

まずはパンフづくりに着手。自分

たちの取り組みをより知ってい

ただけるような工夫を継続して

行っていく。 

また、地域の困りごとを収集する

場としても推進会議を活用した

い。その上で、自事業所が地域に

ために何ができるかを考え、取り



ていく。 

災害時の協力体制が取れる様に、

定期的に議題に上げていく。 

組んでいきたい。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

災害に備え、避難訓練は定期的に

行う。実際を想定して、初期対応

や、通報の手段など繰り返し訓練

していく。利用者の介護度変更

や、新規利用などあるので、「高

齢者災害時個別避難計画」を随時

見直しする。実態に則した内容を

検討していく。 

防災、災害時は地域との連携が重

要。町内と連携が取れるような関

係作りをしていく。 

定期的な訓練は実施している。 

また、利用者ごとの事情・環境に

あわせた災害時の避難計画作成

も継続して行っている。 

町内との連携も町内会を中心に

情報収集しながら災害時の対策

を行っていく。 

町会長「災害時に連携して動くこ

とは実際には難しいと思う。まず

は自分たちだけで数日なんとか

するための備えをするべき。非常

時には自分のことで精いっぱい

になってしまうと思う。」 

定期的な訓練は繰り返し行って

いく。より利用者一人ひとりの状

況にあわせた避難計画の作成を

行う必要がある。 

また、災害時の職員同士の連絡体

制も再度見直しを行う。防災ラジ

オや防災アプリの整備も進める。 

 


